






Is "I-message" effective for nursery care? 































































































 調査対象は S 短期大学幼児教育科 1 年生 49 名（全員女子学生）である。本調査は 2018 年 12 月 18 日、
保育内容「言葉」に関する授業内（第 5 回目）で行った（授業名「育ちとコミュニケ―ション（領域『言葉』）」）。 
(2) 調査内容及び手続き 
 調査内容及びその手続きは以下の通りである（下記動作主体は学生）。 
① 準備 1 として最近したことで誇らしいこと（褒めてもらえそうなこと）をワークシートに 1 つ書
く（例：部屋の掃除をした。レポートを期日までに提出した）。 
② 準備 2 として最近したことで叱られそうなことをワークシートに 1 つ書く（例：寝坊をした。
つまみ食いをした）。    
























⑤ 報告担当は、準備 1 で書いたことを応答担当に口頭で伝える。応答担当は、事実の承認、ユ
ー・メッセージ、アイ・メッセージをそれぞれ用いて応答する。その後、報告担当は二者間の
会話をワークシートに記入する。 
⑥ 報告担当は、各メッセージを言われた際のうれしさについて、1 全くうれしくない、2 あま
りうれしくない、3 どちらかといえばうれしくない、4 どちらでもない、5 どちらかといえばう
れしい、6 それなりにうれしい、7 非常にうれしい、の 7 段階でそれぞれ評価する。 
⑦ 応答担当は、各メッセージの言いやすさについて、1 非常に言いづらい（ためらい、照れを感じ




⑨ 準備 2 で書いたことについて⑤と同様の活動を行う。 
⑩ 報告担当は、各メッセージがどれ程心に響くかについて、1 全く心に響かない、2 あまり心
に響かない、3 どちらかといえば響かない、4 どちらでもない、5 どちらかといえば響く、6 そ






4. 結果とその分析  
 3 節に示した活動④～⑫を順序に従って簡略にすると、次のようになる。 
活動 1 誇らしいことの報告とそれに対する応答（1 組目） 
活動 2 叱られそうなことの報告とそれに対する応答（1 組目） 
活動 3 誇らしいことの報告とそれに対する応答（2 組目） 
活動 4 叱られそうなことの報告とそれに対する応答（2 組目） 
 以下、報告の種類毎にまとめて―即ち、活動 1、3 を一括りに、同様に活動 2、4 を一括りにして
―それぞれの結果とその分析を示す注 3。活動 1、3 の結果を表 A として以下に掲げる。（表 A 及び後掲
表 B に示す数値は、有効なメッセージを言った場合、または言われた場合のみを集計・平均したもの。（ ）内の数値
は有効なメッセージで応答した人数を表す。この人数と、各メッセージを言われた際のうれしさについての回答で有
効とした人数は一致する。無効としたメッセージについての詳細は 6 節を参照のこと）。 


































 表 A で、各メッセージの言いやすさの総合平均は、「事実の承認―ユー・メッセージ」間に有意差が
認められず、「事実の承認―アイ・メッセージ」間の差が有意水準 5%で、「ユー・メッセージ―アイ・
メッセージ」間の差が有意水準 1%で有意であった。 
各メッセージの言いやすさの総合平均は、ユー・メッセージが 6.07 と最も高く、事実の承認が 5.55































表 B をグラフ化したのがグラフ B—1 である。 














表 B の各メッセージがどれ程心に響くかの総合平均では、3 種類のメッセージの内、考えられる 2
つのメッセージの組み合わせにおいて、全てのメッセージ間の差が有意水準 1%で有意であった。 
表 B で、各メッセージがどれ程心に響くかの総合平均は、アイ・メッセージが 6.02 と最も高い。ア
イ・メッセージは心に響き、次は同様の行動を取らないような気持ちにさせるものであるといえる。








3 種類のメッセージはともに、言いやすさについての 7 段階評価の平均値 4（どちらでもない）を上回

















































否定的（全2例） 心が動かない 2 全くうれしくない。やめようという気にならなかった
〇表C-2　叱られそうなことの報告時に言われた際の感想
●事実の承認を言われた際の感想
肯定的か否定的か 分類 コメント数 例
肯定的（該当なし）
否定的（全1例） 心が動かない 1 全くうれしくない
〇表C-1　誇らしいことの報告時に言われた際の感想
●ユー・メッセージを言われた際の感想
肯定的か否定的か 分類 コメント数 例













































































































ユー・メッセージを言う際の感想には、<言いやすい○＋>が 2 例、<言葉が出ない○－>が 1 例ある。 
 アイ・メッセージを言う際の感想には、<難しい○－>が 2 例、<言葉が出ない○－>2 例、<恥ずかしい○－
>1 例、<（何と言えばいいか）困る○－>が 1 例ある。 
 これらを比較すると、アイ・メッセージを言う際の感想は 6 例全てが否定的なものであり、他のメ
ッセージを言う際の感想とは特徴を異にする。この点は、アイ・メッセージを言われた際の感想がど
















































































































おこう（事実の承認の特徴は 4～6 節を参照のこと）。 
〇 誇らしいことの報告時に言われる際 
① 両メッセージともにそれなりにうれしいが、アイ・メッセージの方がうれしさでやや勝る（ユ
ー・メッセージ 5.97、アイ・メッセージ 6.32。4 節）。                     












セージは言いやすさでユー・メッセージにやや劣る（4 節）。              
⑥ 自由記述によれば、ユー・メッセージは<言いやすい>という肯定的な感想が 2 例あり、<言
葉が出ない>という否定的な感想が 1 例あるのに対し、アイ・メッセージは<難しい>という感
想が 2 例、<言葉が出ない>2 例、<恥ずかしい>1 例、<（何と言えばいいか）困る>1 例であり、6
例ともに否定的なものである（5 節(2)）。                           
⑦ ユー・メッセージでは、無効となったものの全体に占める割合が 8.33%であるのに対し、ア
イ・メッセージでは、同割合が 32．81%である。学生は、ユー・メッセージは言い慣れており、
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SUMMARY 
In order to improve self-discipline, “I-message” is considered necessary for nursery care. Regarding this message, 1) 
how much it affects students’ feelings when speaking and listening to each other, and 2) how much hesitation or 
embarrassment is felt when speaking, comparing with other messages. As a result, it was found that there was no 
negative aspect in “I-messages”, but there was a negative aspect in outgoing the message. 
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